






































































































⑿　ａ．[InflP [InflP ...]-[Conjドコロカ] [InflP...]]

































































































































ｂ ．太郎ガ花子ヲ Ø，次郎ガ夏子ヲ Ø，三郎ガ秋子ヲブ
ッタ
（久野1973, p.9）
































㊱　ａ ．*あの学生は友達に Ø 返すどころか勝手に教科書を自
分のものにしていた












































































㊿　ａ．[InflP [InflP ...]-[Conjドコロカ] [InflP...]]































 太郎は教科書iを買い，花子は proi 借りた
10．副詞節ではさらに次のようなものも可能である。
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